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誕生～大学時代

８ページ分省略



大学院時代（1981.4-1984.5）

1982/6/6

助教授： 長澤信方
助手： 三田常義

第一期： 桑田真
第二期： 石原照也

水谷五郎

素励起（励起子、ポラリトン、．．．）



最初の論文

被引用数 ５
（Web of Science）



助手時代（1984.5-1993.9）

博士論文（東北大学 論文博士 1988）
「HgI2およびPbI2における励起子光学非線形性の研究」

最初の課題： BGO（ゲルマニウム酸ビスマス）の結晶成長

秋は自修会スポーツ大会
ソフトボール、

バレー、
駅伝



PbI系層状ペロブスカイトの光物性

(C10H21NH3)2PbI4

被引用数 ５47
（Web of Science）

49＠2021



nD networks based on [PbI6]4-

ペロブスカイト太陽電池： 桐蔭横浜大 宮坂力

T. Ishihara, J. Lum.60–61, April 1994, pp. 269-274



初の海外渡航(1989)
１）4th MSS 

(International Conference on 
Modulated Semiconductor Structures)

Ann Arbor, MI, USA

2）NOEKS 2
(The International Conference 

on Nonlinear Optics and 
Excitation Kinetics 
in Semiconductors)

Bad Stuer, East Germany



Brown大学(1990.9-1992.8)

PbI系層状ペロブスカイト
ZnCd/ZnCdSe量子井戸レーザー

Nurmikko 研究室



広島大学時代(1993.10-2000.3)
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Tunable polariton absorption of distributed feedback microcavities at room temperature.
(T. Fujita, Y. Sato, T. Kuitani and T. Ishihara)
Phys. Rev. B., 57, 12428 (1998) 

工学部第二類（電気系）
光エレクトロニクス
（山西正道）研究室

集積化システム研究センター



理研時代(1999.10-2007.9)

理化学研究所フロンティア研究システム
時空間機能材料研究グループ（8年間）

トポケミカルデザイン研究チーム（国武豊喜）
散逸階層構造研究チーム（下村政嗣）
局所時空間機能研究チーム（原正彦）
励起子工学研究チーム（石原照也）



励起子工学研究チーム
研究者
Noh, Tae Yon
清水誠
越野和樹
Neogi, Arup
Yablonsky, Alexander L.
島田良子
Tikhodeev, Sergei
Muljarov, Egor A.
Gippius, Nikolai A.
藤澤潤一
早瀬（伊師）潤子
中暢子
Luo, Xiangang
岩長 祐伸
Vengurlekar, Arvind S.
釜賀紀子
Christ, Andre
瀬川勇三郎
Roh, Young-Geun

技術スタッフ
引原良枝
疋田雄二郎

秘書
星谷由美子

学生
藤本秀臣
中島恒志
畑野敬史
渡邊良佑
西川漠

EEL members （2005）



三角孔の正方配列に埋め込んだ
(C6H5C2H4NH3)2PbI4 からのSHG

原子間力
顕微鏡像

𝜔𝜔 + 𝜔𝜔 = 2𝜔𝜔

SHG(Second Harmonic Generation)
第二高調波生成

被引用数 46
（Web of Science）



光リソグラフィーへの応用

436 nm の可視光を使って
100nm ライン＆スペースパターンを作製

被引用数 479
（Web of Science）

現像したレジストのSEM像

計算した電磁場分布

300nm



金属人工構造における光起電力

𝜔𝜔 − 𝜔𝜔 = 0
光整流

フォトンドラッグ
光ガルバノ効果

T. Ishihara, M. Iwanaga and X. Luo, Surface Plasmon Photonics, Granada, Sep.21, 2003 

θ



第二東北大時代（2003.4-2023.3）

最初の4年間は理研との二重生活

鉛ハロゲン系ハイブリッド化合物の研究は封印

メタマテリアル／メタ表面に注力
Ｓ偏光ブリュースター
円偏光励起横起電力
非対称構造の縦起電力

ナノポーラス金
SHG／光起電力の高効率化
電磁場計算（CST、COMSOL）
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金属誘電体多層膜の透磁率
とｓ偏光ブリュースター角

R. Watanabe, M. Iwanaga and T. Ishihara
s-polarization Brewster's angle of stratified metal-

dielectric metamaterial in optical regime
physica status solidi (b) 245, 2696 (2008). 

editor’s choice
𝑬𝑬s

𝑬𝑬p
𝜃𝜃B



円偏光励起横起電力
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光起電力の波長依存性



新学術領域「電磁メタマテリアル」

2011年8月 全体会議＠阪大

マイクロ波
THｚ波
光波

物理
電気
化学

計算科学

2010年
~2016年



第1回 電磁メタマテリアル講演会
2011.3.11@東大本郷



学振 産学協力研究委員会
メタマテリアル第187委員会

氏名 所属 職名・役職

雨宮 智宏
東京工業大学 科学技
術創成研究院

助教

石原 照也
東北大学 大学院理学
研究科 物理学専攻

教授

上田 哲也
京都工芸繊維大学 電
気電子工学系

教授

宇野 亨
東京農工大学 大学院
工学研究院

教授

尾辻 泰一
東北大学 電気通信研
究所 ブロードバンド工
学研究部門

教授

梶川 浩太郎
東京工業大学 工学院
電気電子系

教授

北野 正雄
京都大学 大学院工学
研究科

教授

久保 若奈
東京農工大学 工学研
究院

准教授

五神 真
東京大学 大学院理学
系研究科

教授

酒井 道
滋賀県立大学 工学部
電子システム工学科

教授

迫田 和彰
物質・材料研究機構 先
端フォトニクス材料ユ
ニット

ユニット長

真田 篤志
大阪大学 大学院基礎
工学研究科

教授

鈴木 健仁
東京農工大学 工学研
究院

准教授

田中 耕一郎
京都大学 大学院理学
研究科 物理学・宇宙物
理学専攻

教授

田中 拓男
理化学研究所 田中メタ
マテリアル研究室

主任研究員

納富 雅也
東京工業大学 理学院
物理学系

教授

堀井 康史
関西大学 総合情報学
部

教授

堀部 雅弘

産業技術総合研究所
物理計測標準研究部
門 電磁気研究グルー
プ

研究グループ長

参加企業 （ 2022年度 ）
AGC総研、旭化成（株）、エーイーティー、カネカ、京セラ、サイバネットシステム、
ソニーイメージングプロダクツ＆ソリューションズ、ソニーグループ、大日本印刷、

凸版印刷、浜松ホトニクス、三菱電機



A3 Metamaterials Forum

第1回 A3メタマテリアルフォーラム 仙台 （2016）



メタ表面によるSHGの高効率化
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周期的アーチ構造の光起電力

@220THz, RCP (cal)

𝑥𝑥

𝑦𝑦



RCP励起による角度分解透過スペクトル



最近やっていたこと：フェムト秒
波長可変光源の調整

光パラメトリック
発振器

（波長可変
光源）

2𝜔𝜔 =
𝜔𝜔1 + 𝜔𝜔2

再生増幅器
（帰還形
増幅器）



最後のメッセージ

光物性：光と物質の相互作用
物質と光源の開発で研究が進んできた。

結晶は基底状態のエネルギーが
最低になるように形成されるので、

励起状態は運任せ。
可能な配置の中の部分集合にしか過ぎない。

サブ波長人工構造体の光物性には
やるべきことがたくさんある。

配置と形と電磁場計算が大事。



今後（2023.4-2024.3）

香港大学理学部物理系： 張霜（ZHANG, Shuang）

Metamaterials, Metasurfaces, Nanophotonics, Topological Photonics


	配置、形、光：�来し方行く末
	誕生～大学時代
	大学院時代（1981.4-1984.5）
	最初の論文
	助手時代（1984.5-1993.9）
	PbI系層状ペロブスカイトの光物性
	nD networks based on [PbI6]4-
	初の海外渡航(1989)
	Brown大学(1990.9-1992.8)
	広島大学時代(1993.10-2000.3)
	理研時代(1999.10-2007.9)
	励起子工学研究チーム
	三角孔の正方配列に埋め込んだ(C6H5C2H4NH3)2PbI4 からのSHG
	光リソグラフィーへの応用
	金属人工構造における光起電力
	第二東北大時代（2003.4-2023.3）
	金属誘電体多層膜の透磁率�とｓ偏光ブリュースター角
	円偏光励起横起電力
	光起電力の波長依存性
	新学術領域「電磁メタマテリアル」
	第1回　電磁メタマテリアル講演会�2011.3.11@東大本郷
	学振　産学協力研究委員会�メタマテリアル第187委員会
	A3 Metamaterials Forum
	メタ表面によるSHGの高効率化
	周期的アーチ構造の光起電力
	RCP励起による角度分解透過スペクトル 
	最近やっていたこと：フェムト秒�波長可変光源の調整
	最後のメッセージ
	今後（2023.4-2024.3）

